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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　栁さん学生奨励賞／安田さん

松元さん学生論文賞／小野澤

さん大原さん国際会議で受賞

／大山さん敢闘賞／天満さん

軽金属溶接協会賞

３面　亀田研へ海洋プラ最新鋭分析

装置／千葉興銀から寄付／津

田沼パルコ閉店へマッピング

４面　南房総市でロボ体験講座／復

興願い「竹あかり」／ボッチ

ャ体験講座／訃報

　
令
和
４
年
度
前
期
の
グ
ッ

ド
・
レ
ク
チ
ャ
ー
賞
に
教
員

12
人
が
選
ば
れ
、
１
月
19
日

の
受
賞
式
で
松
井
孝
典
学
長

か
ら
表
彰
さ
れ
た

写
真
。

　
令
和
２
年
か
ら
、
過
去

５
回
以
上
ベ
ス
ト
・
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
賞
を
受
賞
し
た

教
員
をDistin

g
ui
s
h
ed 

Teacher

、

過

去

５

回

以

上
グ
ッ
ド
・
レ
ク
チ
ャ
ー

賞

を

受

賞

し

た

講

義

を

Distinguished 
Lecture

と
認
定
し
て
表
彰
対
象
か
ら

は
外
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
鴻
巣

努
教
授
がDistinguished 

Teacher

に
認
定
さ
れ
、
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
米

田
完
教
授
、
教
育
セ
ン
タ
ー

の
市
川
洋
子
助
教
の
講
義
が

Distinguished 
Lecture

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

４年度前期 グッド・レクチャー賞に12教員

　
本
学
の
海
外
交
流
協
定
校

で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ

国
家
大
学
工
科
大
・
ロ
ボ
ッ

ト
工
学
科
の
１
期
生
26
人
が

１
月
11
日
、
晴
れ
の
卒
業
式

を
迎
え
た

写
真
。
本
学
が

全
面
協
力
し
て
同
大
に
ベ
ト

ナ
ム
初
の
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科

が
開
設
さ
れ
て
４
年
。
本
学

の
瀬
戸
熊
修
理
事
長
と
古
田

貴
之
・
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
が
現
地

で
来
賓
と
し
て
出
席
。
瀬
戸

熊
理
事
長
は
、
卒
業
生
一
人

一
人
と
握
手
を
交
わ
し
、
門

出
を
祝
福
し
た
。

　
式
典
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
瀬
戸
熊
修
理
事
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
共
に
助
け
合
い
、

よ
り
深
い
交
流
を
通
じ
て
、

国
と
世
界
を
変
革
す
る
中
心

で
あ
り
続
け
ま
し
ょ
う
。
未

来
の
世
界
を
創
る
の
は
私
た

ち
な
の
で
す
。
卒
業
生
の
皆

様
が
、
社
会
を
変
革
さ
せ
る

科
学
技
術
者
と
し
て
世
界
に

羽
ば
た
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
同
大
の
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科

開
設
は
２
０
１
５
年
に
瀬
戸

熊
理
事
長
と
古
田
所
長
ら
が

現
地
を
訪
れ
た
際
、
同
大
の

グ
エ
ン
・
ベ
ト
・
ハ
ー
学
長

か
ら
協
力
を
要
請
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
。
同
大
と
本
学

は
13
年
に
交
流
協
定
を
締

結
、
特
に
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の

分
野
で
同
大
学
生
が
本
学
を

訪
れ
実
習
授
業
に
参
加
す
る

な
ど
交
流
し
て
き
た
。

　
そ
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
側
で

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
分
野
の
強
化

が
急
が
れ
、
本
学
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
そ
っ
く
り
移
植
す

る
形
で
、
19
年
９
月
に
同
国

初
の
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科
が
開

設
さ
れ
た
。

　
本
学
の
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

理
論
フ
ァ
ー
ス
ト
で
は
な

く
、
演
習
科
目
を
履
修
す
る

過
程
で
理
論
の
重
要
性
を
理

解
さ
せ
る
と
い
う
特
色
が
あ

り
、「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」

を
基
本
と
す
る
実
践
的
な
教

育
が
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
期
待

さ
れ
た
。

　
以
来
、
本
学
側
は
教
育
コ

ン
テ
ン
ツ
の
提
供
だ
け
で
な

く
、
教
員
を
現
地
に
派
遣
し

て
短
期
集
中
講
義
を
行
っ
た

り
、
同
大
教
員
を
日
本
に
招

い
て
研
修
を
行
う
な
ど
全

面
支
援
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て

本
学
は
、
私
立
大
で
は
唯

一
、
文
部
科
学
省
の
「
日
本

型
教
育
の
海
外
展
開
推
進

事
業
（ED

U
-P
ort

ニ
ッ
ポ

ン
）」
の
公
認
プ
ロ
ジ
ェ
ク

５年度入試　順調に進む

　
Ａ
日
程
、
Ｓ
Ａ
日
程
入
学
試
験
が
２
月
１
〜
４
日
の

４
日
間
、
津
田
沼
試
験
場
と
全
国
の
17
試
験
会
場
（
２

月
１
、
２
、
３
日
の
み
）
で
実
施
さ
れ
た
。
天
候
不
良

や
交
通
機
関
の
乱
れ
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、
試
験

は
無
事
に
終
了
し
た
。

　
今
年
度
の
Ａ
日
程
志
願
者

数
は
３
万
５
３
９
２
人
（
昨

年
比
９
８
１
人
増
）、
Ｓ
Ａ

日
程
で
は
１
万
５
０
９
５
人

（
昨
年
比
１
１
２
４
人
増
）

と
、
両
試
験
と
も
昨
年
志
願

者
数
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。

　
17
、
18
日
に
は
、
同
じ
津

田
沼
試
験
場
と
全
国
の
17
試

験
会
場
（
17
日
の
み
）
で
、

Ｂ
日
程
、
Ｓ
Ｂ
日
程
入
学
試

験
が
実
施
さ
れ
た
。
17
日
に

は
一
部
の
地
域
で
交
通
機
関

の
乱
れ
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

試
験
時
間
に
影
響
は
な
く
、

予
定
通
り
に
開
始
さ
れ
た
。

　
Ｂ
日
程
志
願
者
数
は
１
万

５
９
６
５
人
（
昨
年
比
２
４

４
８
人
減
）
と
昨
年
志
願
者

を
下
回
っ
た
。

　
Ｓ
Ｂ
日
程
は
、
数
学
と
国

語
の
総
合
問
題
に
よ
り
評
価

す
る
今
年
度
新
設
さ
れ
た
試

験
種
で
、
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ａ

（
場
合
の
数
と
確
率
・
図
形

の
性
質
）・
Ｂ
（
数
列
・
ベ

ク
ト
ル
）、
国
語
総
合
（
古

文
・
漢
文
を
除
く
）
の
内
容

を
問
う
問
題
を
出
題
し
て
い

る
。

　
Ａ
日
程
＋
Ｓ
Ａ
日
程
と
同

様
、
セ
ッ
ト
で
同
時
出
願
を

す
る
こ
と
で
Ｂ
日
程
の
受
験

料
の
み
で
Ｓ
Ｂ
日
程
も
併
願

す
る
こ
と
が
可
能
。
Ｂ
日
程

・
Ｓ
Ｂ
日
程
は
同
日
試
験
日

に
別
時
間
で
実
施
と
な
っ
て

お
り
、
受
験
生
へ
チ
ャ
ン
ス

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
受

験
料
の
負
担
も
軽
減
し
た
。

Ｓ
Ｂ
日
程
の
志
願
者
総
数
は

５
９
５
０
人
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
利
用
入
学
試
験

（
中
期

本
学
試
験
な
し
）

の
志
願
者
数
は
７
８
７
１
人

（
昨
年
比
95
人
増
）
と
、
昨

年
を
若
干
上
回
る
結
果
と
な

っ
た
。

津田沼校舎のＡ日程試験会場で（２月１日）

ト
の
採
択
を
受
け
た
。

　
ハ
ノ
イ
国
家
大
で
は
、
学

部
レ
ベ
ル
に
加
え
て
、
22
年

９
月
に
修
士
レ
ベ
ル
の
ロ
ボ

ッ
ト
工
学
専
攻
を
立
ち
上
げ

た
。
本
学
は
そ
の
た
め
の
客

員
研
究
員
招
聘
事
業
を
24
年

ま
で
継
続
す
る
。

受
験
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大

Ｓ
Ｂ
日
程

　
今
年
度
前
期
受
賞
者
は
次

の
通
り
（
順
不
同
）。

　
▽
グ
ッ
ド
・
レ
ク
チ
ャ
ー

賞

電
気
電
子
工
学
科
・
山

崎
克
巳
教
授
、
都
市
環
境
工

学
科
・
内
海
秀
幸
教
授
、
小

田
僚
子
教
授
、
建
築
学
科
・

石
原
沙
織
准
教
授
、
知
能
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
・
宮
田
高
道

教
授
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

学
科
・
山
崎
治
准
教
授
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
・
関
研
一
教
授
、
教
育

セ
ン
タ
ー
（
工
学
部
）
橋
口

秀
子
教
授
、
福
嶋
尚
子
准
教

授
、
教
育
セ
ン
タ
ー
（
創
造

工
学
部
）
引
原
有
輝
教
授
、

教
育
セ
ン
タ
ー
（
情
報
科
学

部
）
杉
山
和
成
准
教
授
、
教

育
セ
ン
タ
ー
（
社
会
シ
ス
テ

ム
科
学
部
）
木
島
愛
教
授

ロ
ボ
工
学
１
期
生

卒
業

ハ
ノ
イ
国
家
大
　本
学
全
面
協
力
、開
設
４
年

2023
2.15

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行

https://www.it-chiba.ac.jp/



No.670 2NEWS  C I T　　　　2023. 2. 15

ラ
ヘ
ル
ツ
波
を
用
い
た
非
破

壊
推
定
に
つ
い
て
、
位
置
推

定
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
圧
縮
セ

ン
シ
ン
グ
を
用
い
る
こ
と
で

検
査
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
論
文
で
は
、
分
か
り
や
す

く
定
量
的
に
表
す
よ
う
意
識

し
た
と
い
う
。
栁
さ
ん
は

「
学
外
で
研
究
を
見
て
い
た

だ
く
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の

で
、
良
い
評
価
を
い
た
だ
き

心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　
数
学
・
科
学
の
非
線
形
理

論
関
連
の
成
果
を
交
換
す
る

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｎ
Ｏ
Ｌ

Ｔ
Ａ
２
０
２
２
（
12
月
12
〜

15
日
、Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
）
で
、
情
報
工
学

科
４
年
・
信
川
創
研
究
室
の

安
田
義よ

し

熙き

さ
ん
が
最
優
秀
学

生
論
文
賞
、
松
元
唯い

吹ぶ
き

さ
ん

が
学
生
論
文
賞
を
受
賞
し

た
。
２
人
の
発
表
論
文
と
受

賞
の
感
想
は
次
の
通
り
。

●　

安
田　

義
熙
さ
ん

　「Analysis of Functio

n
a
l
 
C
o
n
n
e
c
t
i
v
i
t
y 

o
f
 
E
E
G
 
R
e
f
l
e
c
t
i
n
g 

Circadian Rhythm Using 

Phase Lag Index

（Phase 

Lag 
Index

を
用
い
た
概
日

リ
ズ
ム
を
反
映
し
た
脳
波
の

機
能
的
結
合
性
の
解
析
）」

　
近
年
、
概
日
リ
ズ
ム
（
体

内
時
計
）
の
乱
れ
が
う
つ
病

や
気
分
障
害
、
内
科
疾
患
の

症
状
悪
化
に
つ
な
が
る
と
さ

れ
、
乱
れ
を
定
量
的
に
把
握

し
、
個
々
人
の
症
状
に
適
し

た
治
療
法
を
提
案
す
る
た
め

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
（
生
理
学

的
指
標
）
の
開
発
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
従
来
の
脳
波
解
析
で
は
、

部
位
特
異
的
な
神
経
相
互
作

用
の
特
定
は
困
難
だ
っ
た
。

　
安
田
さ
ん
はPhase 

Lag 

Index

と
呼
ぶ
手
法
で
機
能

的
結
合
性
を
解
析
。
シ
ー

タ
、
デ
ル
タ
、
ベ
ー
タ
と
呼

ば
れ
る
周
波
数
帯
域
で
、
機

能
的
結
合
性
が
昼
間
と
夜
間

で
統
計
的
に
有
意
な
変
化
が

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

こ
の
手
法
は
概
日
リ
ズ
ム
の

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
開
発
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　「
英
語
が
得
意
な
わ
け
で

も
な
い
の
に
大
き
な
賞
を
頂

け
た
の
は
、
信
川
先
生
の
ご

指
導
と
研
究
室
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
お
か
げ
で
す
。
修
士

に
進
学
し
て
研
究
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
」

●　
松
元　

唯
吹
さ
ん

　「Long-Tailed Distri

bution 
of 
Excitatory 

Postsynaptic Potentia

ls 
Enhances 

Learning 

Performance 
of 
Liquid 

State 
Machine

（
興
奮
性

シ
ナ
プ
ス
後
電
位
の
ロ
ン
グ

テ
ー
ル
分
布
が
も
た
ら
す
リ

キ
ッ
ド
ス
テ
ー
ト
マ
シ
ン
の

性
能
向
上
）」

　
脳
の
神
経
回
路
で
、
興
奮

性
シ
ナ
プ
ス
を
介
し
た
入
力

で
上
昇
し
た
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の

電
位
を
興
奮
性
シ
ナ
プ
ス
後

電
位
（EPSP

）
と
い
う
。
特

に
興
奮
性
ニ
ュ
ー
ロ
ン
同
士

の
結
合
の
ほ
と
ん
ど
は
結
合

強
度
が
弱
い
が
、
ご
く
わ
ず

か
に
強
い
結
合
が
存
在
す

る
。

　
松
元
さ
ん
は
、
こ
の
ご
く

わ
ず
か
な
強
い
結
合（long-

tailed 
EPSP

） 

が
与
え
る

影
響
を
調
べ
よ
う
と
、
リ
ザ

バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
（R

C

）
モ
デ
ル
と
い
う

機
械
学
習
モ
デ
ル
にlong-

tailed 
EPSP

を
組
み
込
ん

だ
ス
パ
イ
キ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ラ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て

評
価
。
わ
ず
か
な
強
い
結
合

はRC

の
性
能
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
ガ
ン
マ
波
の
神
経
活

動
に
よ
る
決
定
論
的
な
ダ 

イ
ナ
ミ
ク
ス
が
影
響
を
与
え

て
い
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ

た
。

　「
国
際
学
会
で
賞
を
い
た

だ
き
光
栄
で
す
。
英
語
論
文

は
初
め
て
で
、
文
章
の
添
削

や
相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
っ

た
信
川
教
授
と
東
邦
大
、
関

西
医
科
大
の
先
生
方
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」

国際シンポ

信
川
研
２
人
　学
生
論
文
賞

安
田
さ
ん
松
元
さ
ん
　■　
体
内
時
計
や
脳
神
経
回
路

　2022  IEEE AP-S Japan 

Student 
Encouragement 

Award

（
米
国
電
気
電
子
学

会
ア
ン
テ
ナ
・
伝
搬
学
会
の

東
京
支
部
が
主
催
す
る
学
生

奨
励
賞
）
は
、
昨
年
推
薦
さ

れ
た
論
文
の
審
査
結
果
を
発

表
。
栁

や
な
ぎ

理り

央お

さ
ん
（
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
修

士
２
年
、
長
敬
三
研
究
室

写
真
）
の
「Reduction 

of 
synthetic 

aperture 

a
r
r
a
y
 
e
l
e
m
e
n
t
 
i
n 

T
H
z
 
i
m
a
g
i
n
g
 
u
s
i
n
g 

c
o
m
p
r
e
s
s
e
d
 
s
e
n
s
i
n
g

とA
 
S
t
u
d
y
 
o
n
 
T
H
z 

Reflection 
Imaging 

of 

Two 
Metal 

Wires 
Using 

Compressed Sensing

（
テ

ラ
ヘ
ル
ツ
波
を
用
い
た
非
破

壊
検
査
に
お
け
る
圧
縮
セ
ン

シ
ン
グ
に
よ
る
分
解
能
向
上

に
関
す
る
２
論
文
）」
が
学

生
奨
励
賞
に
選
ば
れ
昨
年
12

月
25
日
付
で
表
彰
さ
れ
た
。

　
長
研
究
室
で
は
、
携
帯
電

話
な
ど
の
無
線
応
用
技
術
、

特
に
ア
ン
テ
ナ
に
着
目
し
空

間
多
重
伝
送
技
術
な
ど
を
研

究
し
て
い
る
。
栁
さ
ん
は
テ

非
破
壊
検
査
の
性
能
向
上
で

栁
さ
ん
　■　
学
生
奨
励
賞
受
賞

　
電
気
学
会
東
京
支
部
千
葉

支
所
の
２
０
２
２
年
度
（
第

18
回
）
研
究
発
表
会
（
昨
年

11
月
26
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
）
で
、
大
山
ゆ
り
か
さ
ん

（
電
気
電
子
工
学
科
４
年
、

脇
本
隆
之
研
究
室

写
真
中

央
）
が
発
表
し
た
「
ス
タ
ン

ガ
ン
の
性
能
特
性
試
験
」
が

敢
闘
賞
に
選
ば
れ
、
１
月
17

日
、
賞
状
が
届
い
た
。

　
共
著
者
に
竹
下
佳
佑
さ
ん

写
真
右
、
石
川
涼
さ
ん

同
左
（
と
も
に
同
学
科
４

年
）
と
脇
本
教
授
が
名
を
連

ね
た
。
大
山
さ
ん
ら
は
脇
本

研
で
、
高
電
圧
工
学
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
ス
タ
ン
ガ
ン
は
映
画
な
ど

に
凶
器
と
し
て
登
場
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
人
体
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
の
威
力
は

な
い
。
大
山
さ
ん
ら
は
人
体

に
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与

え
る
の
か
実
験
で
具
体

的
数
値
を
出
し
性
能
評

価
の
指
針
を
示
し
た
。

　
大
山
さ
ん
は
「
約
１

年
頑
張
っ
て
き
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
と
て
も

う
れ
し
い
。
春
か
ら
社

会
人
で
す
が
、
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。
脇
本
先

生
の
指
導
で
分
か
り
や

す
い
表
現
に
気
を
つ
け

ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

ス
タ
ン
ガ
ン
の
性
能
に
指
針

大
山
さ
ん
　■　
発
表
会
で
敢
闘
賞

　
顔
料
・
塗
料
・
印
刷
イ
ン

キ
な
ど
色
材
研
究
の
学
術
団

体
「
色
材
協
会
」
の
創
立
95

周
年
記
念
国
際
会
議
（
昨
年

10
月
25
、
26
日
、
都
内
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学
会

館
で
開
催
）
で
、
論
文
発
表

し
た
小
野
澤
彩
さ
ん
（
応
用

化
学
専
攻
修
士
１
年
、
柴
田

裕
史
研
究
室
）
が
優
秀
口
頭

講
演
賞
を
、
大
原
明あ

香か

理り

さ

ん
（
同
）
が
優
秀
ポ
ス
タ
ー

賞
を
受
賞
し
た
。

　
２
人
は
柴
田
研
で
、
物
質

の
界
面
（
接
し
合
う
面
）
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
新
機
能
材
料

を
開
発
す
る
研
究
に
携
わ
っ

て
い
る
。
発
表
テ
ー
マ
と
受

賞
の
感
想
は
次
の
通
り
。

●　

小
野
澤　

彩
さ
ん

　
「P

r
e
p
a
r
a
t
i
o
n
 
a
n
d 

solid 
acid 

catalytic 

proper
ties 

of 
ZnO/

TiO
2  composite particl

es

（ZnO/TiO
2

複
合
粒
子
の

調
製
お
よ
び
そ
の
固
体
酸
触

媒
特
性
）」

　

酸

化

亜

鉛
（ZnO

）

粒

子

の

表

面

に

チ

タ

ニ

ア

（TiO
2

）
を
複
合
化
さ
せ
る

こ
と
で
電
子
の
動
き
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
よ
り
よ
い
触
媒
の

開
発
を
試
み
た
。

　
発
表
資
料
の
作
成
は
柴
田

教
授
と
何
度
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
重
ね
た
。
一
部
専

門
外
の
有
機
合
成
実
験
が
あ

り
、
他
研
究
室
の
力
も
借
り

た
と
い
う
。

　「
初
参
加
し
た
学
会
の
口

頭
発
表
で
賞
を
い
た
だ
き
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
柴
田

先
生
と
先
輩
方
が
積
み
上
げ

て
き
た
デ
ー
タ
の
上
に
成
り

立
つ
賞
で
、
今
後
も
研
究
に

尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

●　
大
原　
明
香
理
さ
ん

　「

Preparation
 of 

a

hexagonal 
platelike 

Zn
O particles a

g
g
r
eg

ate with a hollow

　str

ucture

（
中
空
構
造
を
持
つ

六
角
板
状
の
酸
化
亜
鉛
粒
子

凝
集
体
の
調
製
）」

　
酸
化
亜
鉛
は
光
触
媒
材
料

と
し
て
知
ら
れ
、
光
触
媒
の

性
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
調
製
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
大
原
さ
ん
ら

は
、
六
角
板
状
酸
化
亜
鉛
粒

子
を
用
い
た
Ｏ
／
Ｗ
ピ
ッ
カ

リ
ン
グ
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
（
乳

濁
液
）
を
調
製
し
、
そ
の
油

滴
を
鋳
型
と
し
た
球
状
中
空

粒
子
の
調
製
に
成
功
し
た
。

酸
化
亜
鉛
粒
子
で
構
成
さ
れ

た
空
洞
を
持
つ
構
造
物
、
と

読
み
手
に
伝
わ
る
よ
う
な
図

を
作
る
の
が
大
変
だ
っ
た
と

い
う
。

　「
初
め
て
の
学
会
に
英
語

ポ
ス
タ
ー
で
発
表
す
る
こ
と

は
不
安
で
、
緊
張
し
ま
し
た

が
、
賞
を
い
た
だ
け
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」

柴
田
研
の
２
人
が
受
賞

小
野
澤
さ
ん
大
原
さ
ん
　■　
色
材
協
会
国
際
会
議

　
軽
金
属
学
会
の
第
１
４
３

回
秋
期
大
会
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
（
昨
年
11
月
12
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
）
で
、
天

満
郁
実
さ
ん
（
先
端
材
料
工

学
専
攻
修
士
２
年
、
小
澤
俊

平
研
究
室

写
真
）
が
小
澤

教
授
と
連
名
で
「
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
合
金
製
密
閉
構
造
体
の

フ
ラ
ッ
ク
ス
フ
リ
ー
ろ
う
付

に
お
け
る
フ
ィ
レ
ッ
ト
形
状

と
酸
素
分
圧
の
関
係
」
を
発

表
し
、
軽
金
属
溶
接
協
会
賞

を
受
賞
し
た
。

　
自
動
車
用
熱
交
換
器
は
、

密
度
が
小
さ
く
熱
伝
導
性
に

優
れ
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

を
ろ
う
付
け
し
て
製
造
さ
れ

る
。
そ
の
際
、
表
面
に
生
じ

る
酸
化
被
膜
の
除
去
と
再
酸

化
防
止
の
た
め
、
フ
ラ
ッ
ク

ス
（
は
ん
だ
付
け
促
進
剤
）

が
使
わ
れ
る
が
、
そ
の
残ざ

ん

滓し

が
電
気
自
動
車
や
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
の
電
子
部
品
を
故
障

さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
。

　
天
満
さ
ん
ら
は
、
還
元
性

の
高
い
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
微

量
添
加
し
た
ブ
レ
ー
ジ
ン
グ

シ
ー
ト
（
母
材
表
面
に
、
ろ

う
を
重
ね
た
板
）
を
用
い
て

ア
ル
ミ
合
金
の
フ
ラ
ッ
ク
ス

フ
リ
ー
ろ
う
付
け
を
行
い
、

密
閉
構
造
体
と
し
た
と
き
の

フ
ィ
レ
ッ
ト
形
成
（
溶
融
ろ

う
形
状
）
を
検
討
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
密
閉
容
積
が

小
さ
い
場
合
は
内
部
フ
ィ
レ

ッ
ト
が
、
密
閉
容
積
が
大
き

い
場
合
は
外
部
フ
ィ
レ
ッ
ト

が
大
き
く
な
っ
た
。
こ
れ
は

密
閉
内
部
で
の
酸
化
に
起
因

し
た
酸
素
分
圧
の
低
下
効
果

と
、
外
部
で
の
気
相
生
成
反

応
に
起
因
す
る
表
面
酸
素
分

圧
の
低
下
効
果
の
競
争
に
よ

っ
て
、
内
外
で
溶
融
ろ
う
の

表
面
張
力
差
が
誘
発
さ
れ
る

た
め
だ
と
考
察
し
た
。 

　
天
満
さ
ん
は
「
受
賞
で
き

て
光
栄
で
す
。
小
澤
先
生
や

試
料
作
製
に
協
力
し
て
く
れ

た
後
輩
に
感
謝
し
ま
す
」
と

語
っ
た
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
フ
ラ
ッ
ク
ス
フ
リ
ー
の
ろ
う
付
け
向
上

天
満
さ
ん
　■　
軽
金
属
溶
接
協
会
賞
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
に
取
り
組
む
本

学
に
１
月
30
日
、
㈱
千
葉
興

業
銀
行
（
梅
田
仁
司
頭
取
）

か
ら
寄
贈
が
あ
っ
た
。「
ち

ば
興
銀
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私
募
債
」

を
発
行
す
る
企
業
か
ら
同
銀

行
が
受
け
取
る
手
数
料
の
一

部
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

む
団
体
や
基
金
に
寄
贈
し
て

い
る
も
の
。
発
行
企
業
は
安

定
資
金
を
調
達
で
き
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
も

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

　
今
回
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
㈱
（
増
田
典
久
社

長
）
と
千
葉
窯
業
㈱
（
池
田

喜
美
夫
社
長
）
か
ら
「
大
学

の
教
育
研
究
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
意
向
が

あ
り
同
銀
行
か
ら
の
寄
贈
と

な
っ
た
。

　
１
月
30
日
、
本
学
で
寄
贈

式
が
あ
り
、
瀬
戸
熊
修
理
事

長
と
、
都
市
環
境
工
学
科
の

内
海
秀
幸
教
授
、
橋
本
紳
一

郎
准
教
授
が
出
席
し
て
、
私

募
債
発
行
会
社
と
千
葉
興
銀

か
ら
目
録
を
贈
呈
さ
れ
た
。

■
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
り
組
み
支
援

千
葉
興
銀
か
ら
本
学
に
寄
付

　
世
界
の
海
に
広
が
り
人
体

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
本
学
は
１
月
24
日
、

海
洋
を
共
同
調
査
し
て
い
る

日
本
郵
船
㈱
か
ら
、
超
微
細

な
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
分
析
で
き
る
「
顕
微
ラ
マ

ン
分
光
装
置
」
を
寄
贈
さ
れ

た
。
都
市
環
境
工
学
科
の
亀

田
豊
教
授
の
研
究
室
で
は
、

す
で
に
こ
の
装
置
で
汚
染
微

粒
子
の
組
成
な
ど
を
自
動
分

析
す
る
手
法
を
確
立
し
て
お

り
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研

究
へ
強
力
な
味
方
と
な
る
。

　
海
洋
に
は
毎
年
８
０
０
万

㌧
以
上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
流
入
し
て
お
り
、
２
０

５
０
年
に
は
海
洋
プ
ラ
ご
み

の
重
量
が
海
中
魚
類
の
総
重

顕
微
ラ
マ
ン
分
光
装
置
量
を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
海

中
プ
ラ
は
半
永
久
的
に
分
解

さ
れ
ず
、
紫
外
線
や
波
浪
の

影
響
を
受
け
て
直
径
５
㍉
以

下
の
粒
子

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
な
っ
て
海
洋
に

留
ま
り
続
け
る
。

　
生
物
が
体
内
に
取
り
込
む

と
、
食
物
連
鎖
を
通
じ
て
海

洋
生
態
系
全
体
に
広
が
り
、

や
が
て
人
体
に
も
脅
威
を
及

ぼ
す
。
国
連
環
境
総
会
（
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ａ
）
で
は
昨
年
３
月
、

14
の
決
議
が
採
択
さ
れ
、
汚

染
抑
制
条
約
へ
向
け
て
政
府

間
交
渉
も
始
ま
っ
て
い
る

が
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
ど
の
海
域
に
ど
れ
だ
け

浮
遊
・
蓄
積
し
、
年
間
ど
れ

だ
け
増
え
続
け
て
い
る
の

か
、
実
測
デ
ー
タ
が
不
足
し

て
い
る
。

　
本
学
と
日
本
郵
船
は
、
世

界
に
先
駆
け
て
20
年
３
月
、

主
に
５
㍉
以
下
の
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
布
調
査

に
協
力
す
る
覚
書
を
交
わ
し

た
。
日
本
郵
船
は
運
航
船
を

活
用
し
、
外
洋
の
１
５
０
カ

所
余
の
地
点
で
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
。
サ

ン
プ
ル
は
亀
田
研
究
室
で
サ

■

顕
微
ラ
マ
ン
分
光
装
置

写
真
右

　
試
料
に
ラ
マ
ン
分
光
と
呼

ば
れ
る
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射

し
、
発
生
す
る
散
乱
光
を
高

感
度
で
検
出
、
光
の
波
長
か

ら
物
質
の
化
学
構
造
を
調
べ

海洋プラごみ

最新鋭分析装置　亀田研へ
■　日本郵船から寄贈

イ
ズ
・
分
布
濃
度
・
経
年
な

ど
を
分
析
し
、
世
界
海
洋
プ

ラ
ご
み
マ
ッ
プ
と
し
て
ウ
ェ

ブ
で
公
開
し
て
い
る
。

　
亀
田
研
で
は
、
顕
微
ラ
マ

ン
分
光
装
置
を
用
い
て
超
微

細
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
自
動
分

析
す
る
手
法
を
世
界
で
初
め

て
確
立
。
今
回
の
装
置
寄
贈

で
、
環
境
中
の
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
の
劣
化
評
価
も
可
能
に
な

り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替

物
質
開
発
に
役
立
つ
と
期
待

さ
れ
る
。

　
亀
田
教
授
は
「
数
年
後
に

は
大
き
な
代
替
材
料
革
命
が

表
面
化
す
る
で
し
ょ
う
」
と

指
摘
。「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
削

減
は
世
界
貿
易
や
経
済
に
劇

的
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

そ
れ
に
は
世
界
で
ま
だ
測
定

で
き
な
い
１
㍃
㍍
程
度
の
微

小
な
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
把
握
が
鍵
と
な
り
ま

す
。
本
研
究
室
は
世
界
一
の

研
究
環
境
を
整
え
測
定
技
術

も
開
発
で
き
ま
し
た
。
国
連

や
政
府
研
究
機
関
、
企
業
と

も
協
力
し
て
お
り
、（
こ
の

分
野
で
）
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
人
材
を
輩
出
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

る
。
超
微
細
な
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
析
す
る
た

め
に
不
可
欠
と
さ
れ
る
。

■

超
微
細
な
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク

同
下

　
約
20
㍃
㍍
（
０
・
02
㍉
）

未
満
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
。
写
真
は
顕
微
ラ
マ
ン

分
光
装
置
で
撮
影
し
た
超
微

細
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

寄
贈
式
で
亀
田
豊
教
授（
右
）に
顕
微
ラ
マ
ン
分
光
装
置

の
目
録
を
手
渡
す
日
本
郵
船
の
筒
井
裕
子
執
行
役
員

寄贈式で（右から）瀬戸熊理事長、ＭＩＴ

ホールディングスの増田社長、千葉興銀の

深谷浩之津田沼支店長 

目録を贈られる（右から） 内海教授、橋本

准教授と千葉窯業の池田社長、千葉興銀の

金杉毅本店営業部長

　
津
田
沼
パ
ル
コ
（
Ｊ
Ｒ
津

田
沼
駅
北
口
）
の
閉
店
を
飾

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
が
昨
年
12
月
２
、
３

日
夜
、
同
店
の
壁
面
を
使
っ

て
展
開
さ
れ
た
。
本
学
チ
ー

ム
も
参
加
し
、
最
新
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
想
像
力
豊
か
に
未

来
の
津
田
沼
を
表
現
し
た
。

　
同
パ
ル
コ
は
１
９
７
７
年

７
月
に
開
業
以
来
、
45
年
間

営
業
し
て
き
た
が
２
月
28
日

を
最
後
に
閉
店
。
地
域
へ
の

恩
返
し
と
思
い
出
に
何
か

…
…
と
、
パ
ル
コ
と
地
元
商

店
経
営
者
ら
で
組
織
し
た
実

行
委
員
会
と
、
津
田
沼
駅
北

口
街
づ
く
り
協
議
会
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

を
企
画
し
賛
同
団
体
が
協
力

し
た
。

　
津
田
沼
駅
舎
の
屋
上
に
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置

し
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
・
Ａ
館
の

高
さ
30
㍍
、
幅
60
㍍
の
壁
面

に
投
射
。「
中
か
ら
タ
イ
ム

マ
シ
ン
が
飛
び
出
し
、
津
田

沼
の
過
去
か
ら
現
在
・
未
来

を
旅
す
る
」
ス
ト
ー
リ
ー
が

展
開
さ
れ
た
。
１
９
２
０
年

代
の
津
田
沼
駅
周
辺
の
映
像

か
ら
始
ま
り
、
発
展
を
振
り

返
っ
て
現
在
へ
。
駅
の
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
ダ
ン

ス
す
る
若
者
た
ち
や
、
八
坂

神
社
の
祭
り
が
映
さ
れ
た
。

　
続
く
パ
ー
ト
「
20
年
後
の

津
田
沼
は
｜
｜
」
が
本
学
の

出
番
。
１
分
程
度
を
学
生
の

視
点
で
、
と
依
頼
さ
れ
、
デ

ザ
イ
ン
科
学
科
の
二
井
辰
也

さ
ん
ら
６
人
チ
ー
ム
が
、
風

景
の
変
化
と
と
も
に
バ
ス
停

の
路
線
図
や
信
号
・
交
通
標

識
も
動
く
標
識
に
変
化
し
て

い
く
未
来
を
表
現
し
た
。

　
二
井
さ
ん
は
「
全
て
津
田

沼
駅
周
辺
で
撮
影
し
、
映
像

に
出
た
場
所
が
未
来
へ
ど
う

変
化
し
て
い
く
か
を
体
感
し

て
も
ら
う
作
り
に
こ
だ
わ
っ

た
」
と
い
う
。

　
本
学
は
10
秒
Ｃ
Ｍ
の
制
作

も
担
当
。
三
澤
柾
文
さ
ん
ら

院
生
・
学
生
７
人
が
「『
抽

象
と
具
体
の
融
合
』『
デ
ジ

タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合
』

を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
、
大
学

生
活
で
の
成
長
を
植
物
の
成

長
に
見
立
て
、
学
内
で
の
出

会
い
や
経
験
を
背
景
の
ポ
ー

リ
ン
グ
ア
ー
ト
で
表
現
し

た
」（
三
澤
さ
ん
）
と
い
う
。

　
二
井
さ
ん
は
「
約
２
カ
月

の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
笑

顔
を
生
み
出
す
ク
リ
エ
イ
タ

ー
と
し
て
の
貴
重
な
経
験
が

で
き
て
、
有
意
義
な
時
間
で

し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

津
田
沼
パ
ル
コ
に
マ
ッ
ピ
ン
グ

本
学
も
参
加
　■
　閉
店
を
飾
る

㊤ ＰＡＲＣＯ壁面に映し出された「20年後の津田

沼は――」　㊦ 10秒ＣＭで千葉工大をアピール

■
参
加
学
生
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）。

未
来
動
画
担
当
　
▽
西

田
絢
子
研
究
室

二
井
辰

也
（
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
４

年
）、
永
藤
響
、
狩
野
駿

介
、
廣
田
桃
佳
（
以
上
同
学

科
３
年
）
▽
倉
斗
綾
子
研
究

室

佐
々
木
陽
加
、
二
本
松

梨
紗
（
同
）

Ｃ
Ｍ
担
当
　
▽
稲
坂
晃
義

研
究
室

豊
田
仁
美
（
デ

ザ
イ
ン
科
学
専
攻
修
士
１

年
）、
大
元
葵
（
デ
ザ
イ
ン

科
学
科
４
年
）、
徳
永
龍
之

助
、
関
口
唯
愛
、
福
井
浩
乃

（
以
上
３
年
）
▽
小
早
川
真

衣
子
研
究
室

三
澤
柾
文

（
知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学
専
攻

修
士
１
年
）、
吉
田
洵
（
知

能
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
３
年
）
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竹
灯
籠
で
境
内
を
灯
す

「
竹
あ
か
り
」
が
昨
年
12
月

か
ら
、
南
房
総
市
千
倉
町
南

朝
夷
の
高
家
神
社
（
高
木
幹

人
宮
司
）
で
催
さ
れ
て
い
る

写
真
。

　
東
日
本
大
震
災
の
沿
岸
被

災
者
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
が

あ
る
市
内
で
、
令
和
元
年
か

ら
始
め
ら
れ
た
。
千
倉
地
域

づ
く
り
協
議
会
「
き
ず
な
」

（
小
沢
正
順
会
長
）
の
「
高

家
学
ぼ
う
会
部
会
」（
堀
江

洋
一
部
会
長
）
が
中
心
と
な

っ
て
、
災
害
復
興
を
願
い
、

天
地
の
恵
み
に
感
謝
し
、
コ

ロ
ナ
下
で
失
わ
れ
た
交
流
を

取
り
戻
し
た
い
、
と
続
け
て

い
る
。

　
今
回
は
参
道
の
両
脇
に
市

験
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
ボ

ッ
チ
ャ
初
体
験
。
し
か
し
、

体
の
動
き
は
少
な
い
の
に
、

頭
脳
を
使
い
、
技
能
レ
ベ
ル

が
違
っ
て
も
互
い
に
楽
し
め

る
こ
と
が
分
か
り
、
す
っ
か

り
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅
力
に
取
り

つ
か
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

　
金
田
教
授
は
「
一
般
的
な

ス
ポ
ー
ツ
は
運
動
量
が
多

く
、
き
つ
い
・
し
ん
ど
い
・

体
力
や
運
動
能
力
が
必
要
、

と
思
わ
れ
が
ち
。
で
も
ボ
ッ

チ
ャ
を
通
し
て
、
誰
も
が
楽

し
く
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

の
存
在
を
知
る
こ
と
で
、
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
り
、
新
し
い
出
会
い

に
な
れ
ば
…
…
。
今
後
も
定

期
的
に
開
い
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
動
か
す
と

こ
ろ
が
楽
し
か
っ
た
」。

　
イ
ラ
ス
ト
づ
く
り
を
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
が
手
伝
っ
て

く
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も
人

気
を
呼
ん
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
の
加
藤

和
彦
教
授
は
「
子
ど
も

た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て

い
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
。
自
分
も
将
来
、
作

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
こ
の
様
子
は
当
日
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
む
姿
が

映
し
出
さ
れ
た
。

　
千
葉
市
と
本
学
の
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
講
座
「
ボ
ッ
チ
ャ
体

験
会
」
が
昨
年
11
月
10
日
、

新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育

館
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
、
学

生
・
教
職
員
計
42
人
が
ほ
ぼ

初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
だ

写
真
。

　
障
が
い
者
に
理
解
を
深
め

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
学

生
を
育
て
よ
う
と
千
葉
市
が

進
め
る
「
大
学
連
携
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
講
座
」
の
一
環
で
、

今
回
は
先
進
工
学
部
教
育
セ

ン
タ
ー
・
金
田
晃
一
教
授
の

呼
び
か
け
で
実
現
し
た
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
（boccia

）
は

ボ
ー
ル
を
意
味
す
る
イ
タ
リ

ア
語
。
重
度
脳
性
ま
ひ
や
手

足
の
機
能
障
害
を
も
つ
人
た

ち
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
案
さ
れ

た
。

　
白
い
目
標
球
（
ジ
ャ
ッ
ク

ボ
ー
ル
）
に
向
か
っ
て
、
２

チ
ー
ム
が
青
と
赤
の
ボ
ー
ル

を
投
げ
合
い
、
転
が
し
、
他

の
ボ
ー
ル
に
当
て
た
り
し

て
、
目
標
球
に
い
か
に
近
づ

け
る
か
を
競
う
。
投
げ
ら
れ

な
け
れ
ば
ラ
ン
プ
と
よ
ば
れ

る
滑
り
台
を
使
っ
て
も
よ

い
。
陸
上
の
カ
ー
リ
ン
グ
と

も
い
わ
れ
、
１
９
８
８
年
か

ら
五
輪
の
正
式
種
目
。

　
今
回
は
講
師
に
千
葉
県
ボ

ッ
チ
ャ
協
会
の
宮
坂
昇
会
長

と
初
見
政
子
さ
ん
、
ボ
ッ
チ

ャ
競
技
選
手
の
佐
藤
大
介
さ

ん
を
招
い
て
約
２
時
間
、
体

３月５日（日）Ｃ日程入学試験、９日（木）大学院春・秋入学３月試験、21日（火・祝）春分の日、22月（水）学位記授与式

　
こ
の
春
に
副
担
任
と
し
て

４
年
間
関
わ
っ
て
き
た
学
生

た
ち
が
卒
業
し
て
い
き
ま

す
。
彼
ら
が
入
学
し
た
頃
は

ま
だ
コ
ロ
ナ
の
流
行
す
る
前

だ
っ
た
た
め
、
入
学
時
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
学
外

で
実
施
で
き
、
飲
食
を
伴
う

交
流
会
も
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
年
の
冬
に
コ
ロ
ナ

の
流
行
が
始
ま
り
、
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
立
ち
入
り
が
制
限

さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授

業
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、

友
達
と
の
交
流
も
制
限
さ
れ

る
中
で
約
３
年
間
の
大
学
生

活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
時
に
は
想
像
も
し
な

か
っ
た
状
況
で
す
が
、
置
か

れ
た
環
境
の
中
で
、
工
夫
し

て
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
対
面
で
の
授
業
も

多
く
実
施
さ
れ
、
ゼ
ミ
で
も

み
ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
が
多
く
な
り
、
以
前
の
よ

う
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
は
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
中
、
い
か
に
工

夫
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い

く
か
を
考
え
る
こ
と
は
と
て

も
大
切
で
す
し
、
こ
の
先
に

困
難
が
待
ち
受
け
て
い
て

も
、
乗
り
越
え
て
い
け
る
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
毎
年
送
り
出

す
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、

彼
ら
の
夢
が
叶
う
こ
と
を
願

っ
て
、
笑
顔
で
送
り
出
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学
科

　
　
　
　
　
　
田
邉
　
里
奈

　
津
田
沼
パ
ル
コ
が
今
月
末

で
閉
店
す
る
。

　
実
は
学
生
の
頃
、
し
ば
ら

く
津
田
沼
に
ア
パ
ー
ト
を
借

り
て
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ

り
、
パ
ル
コ
に
は
だ
い
ぶ
通

っ
た
覚
え
が
あ
る
。
田
舎
者

の
私
に
は
、
津
田
沼
パ
ル
コ

は
何
で
も
そ
ろ
う
宝
箱
の
よ

う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
。

　
就
職
先
が
千
葉
工
大
と
な

っ
て
か
ら
は
、
夏
が
来
る
と

屋
上
で
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が

懸
垂
幕
で
告
知
さ
れ
る
度
、

心
を
躍
ら
せ
た
も
の
だ
。

　
大
好
き
な
靴
や
バ
ッ
グ
の

ブ
ラ
ン
ド
も
、
だ
い
ぶ
前
に

店
舗
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
つ
い
最
近
ま
で
お
気

に
入
り
の
シ
ョ
ッ
プ
は
点
在

し
て
お
り
、
た
ま
〜
に
偵
察

な
ど
も
…
…
。

　
閉
店
に
向
け
て
、
津
田
沼

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
と
本
学
デ
ザ
イ

ン
科
学
科
が
協
力
し
て
、
最

後
に
Ｂ
Ｉ
Ｇ
に
盛
り
上
が
る

イ
ベ
ン
ト
「
ま
た
ね

Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ
Ｏ
」
が
始
ま
っ
た
。
津

田
沼
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
と
思
い
出

で
つ
な
が
る
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
に
、
大
人
も
童
心
に
返

っ
て
楽
し
め
そ
う
だ
。

　
閉
館
自
体
は
寂
し
い
が
、

「
さ
よ
な
ら
」で
は
な
く「
ま

た
ね
」。
学
生
が
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
試
行
錯
誤
し

た
イ
ベ
ン
ト
は
、
最
後
ま
で

ワ
ク
ワ
ク
し
そ
う
な
気
配
。

入
試
広
報
部

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
最
強
寒
波
到
来
と
、
寒
さ

が
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
し

た
。
東
北
生
ま
れ
の
私
は
、

寒
さ
に
は
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
年
を
取
る
ご
と
に
寒
さ

に
弱
く
な
り
、
寒
さ
対
策
が

必
須
に
。
厚
着
だ
け
で
な

く
、背
中
に
ホ
ッ
カ
イ
ロ
を
。

こ
れ
が
ま
た
ポ
カ
ポ
カ
し
て

い
い
で
す
ね
。
た
だ
、
背
中

に
貼
る
の
は
腕
の
関
節
が
固

ま
っ
て
貼
り
づ
ら
く
、
何
か

い
い
方
法
は
な
い
か
な
と
考

え
た
結
果
、
湿
布
と
同
じ
よ

う
に
床
に
置
い
て
ゴ
ロ
ン
！

の
必
殺
技
を
活
用
。
毎
朝
滑

稽
な
姿
で
ホ
ッ
カ
イ
ロ
を
貼

っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
日
友
人
に
背
中
に
ホ

ッ
カ
イ
ロ
貼
る
と
暖
か
い
よ

と
、ア
ド
バ
イ
ス
を
。背
中
は

貼
り
づ
ら
い
よ
、
と
言
わ
れ

た
の
で
、
床
に
置
い
て
ゴ
ロ

ン
！
の
必
殺
技
を
教
え
て
あ

げ
ま
し
た
。す
る
と
、「
服
に

貼
っ
て
か
ら
着
れ
ば
よ
く
な

い
？
」
と
。
衝
撃
が
走
り
ま

し
た
。
天
才
か
、
い
や
、
私

が
ア
ホ
な
の
か
…
…
あ
ぁ
、

恥
ず
か
し
い
。
な
ん
て
恥
ず

か
し
い
ん
で
し
ょ
う
か
。
毎

朝
下
着
で
ゴ
ロ
ン
の
時
間
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
い
い
ス
ト
レ
ッ
チ
に

な
っ
て
い
た
ん
だ
と
言
い
聞

か
せ
、
今
朝
か
ら
服
に
貼
っ

て
か
ら
着
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
一
つ
利
口
に
な
れ

ま
し
た
。
日
々
勉
強
と
経

験
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

就
職
・
進
路
支
援
部

　
　
　
　
　
　
須
藤
　
岳
大

　
新
習
志
野
施
設
課
用
務
員

の
坂
下
茂
樹
さ
ん
が
１
月
７

日
、
胃
が
ん
の
た
め
死
去
し

た
。
63
歳
。

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

勤
務
し
９
年
９
カ
月
間
、
施

設
課
の
運
営
を
支
え
た
。

施
設
課

坂
下
さ
ん
死
去

　
包
括
的
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
本
学
と
南
房
総
市
は

昨
年
12
月
25
日
の
ク
リ
ス
マ

ス
に
、「
わ
く
わ
く
科
学
技

術
体
験
講
座
」
を
同
市
の
三

芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
共
催
。
市
内
の
小
中
高
校

生
や
保
護
者
ら
約
１
０
０
人

が
訪
れ
、
学
生
た
ち
が
作
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
を

操
縦
体
験
し
た
。

　
共
に
進
め
る
「
産
学
協
働

地
域
活
力
創
造
事
業
」
の
一

つ
。
子
ど
も
た
ち
に
も
の
づ

く
り
へ
関
心
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
「
集
ま
れ
未
来
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
！
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
た
。

　
２
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
操

縦
体
験
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
リ
モ
コ
ン
を
細
か
く
動
か

し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
標
的

を
倒
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
操
縦

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
前
に
進
め

た
り
高
く
上
げ
た
り
し
て
楽

し
ん
だ
。
小
学
５
年
の
男
子

は
「
難
し
か
っ
た
け
ど
、
コ

ものづくりに関心を
南房総市と共催 ■ ロボなど体験講座

42
人「
ボ
ッ
チ
ャ
」を
体
験

新
習
志
野
で

■

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
講
座

立
千
倉
中
学
の
３
年
生
64
人

が
の
作
っ
た
小
灯
籠
約
１
３

０
個
が
並
び
、
本
学
非
常
勤

講
師
で
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
青
木
秀
幸
氏
が
製
作
し
た

鳥
居
型
オ
ブ
ジ
ェ
が
飾
ら
れ

て
、
優
し
い
光
が
境
内
を
彩

っ
て
い
る
。

　
催
し
は
３
月
下
旬
ま
で
の

午
後
４
時
半
か
ら
９
時
半
ま

で
点
灯
さ
れ
る
。

復
興
願
い「
竹
あ
か
り
」

本
学
も
参
加

■

高
家
神
社

㊤

２
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
縦
体
験
を
撮
影
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

取
材
班
（
右
）　
㊦

Ａ
Ｉ
画
伯
と
イ
ラ
ス
ト
づ
く
り
に
挑
戦


